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２０２４年「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト１０」（概要） 

 

                             

～開かれた議会運営の実現～ 
 

１月～ 

１０月 

① 県民の皆さんの想いを国や知事等へ《請願１５件を受け付け》 

（注）２０２４年１月～１０月末に受け付けた件数です 

 県民の皆さんの想いがこめられた請願１５件の趣旨を

しっかりと受け止め、所管の常任委員会で審査していま

す。 

 所管の常任委員会での審査結果を踏まえ、本会議で採

択された請願のうち、県政に関するものについては、その

実現に向け、どのように取り組んだのか知事に対し報告

を求め、国政に関するものについては、衆参両議院議長や

内閣総理大臣に対して意見書を提出するとともに、実現

に向けて県選出国会議員に協力を要請しています。 

 

衆議院へ意見書を提出 

 

 

 

２月～ 
② 次代を担う児童・生徒・学生に主権者教育を実施 

《みえ県議会出前講座で学校を訪問》 

未来の有権者である子どもたちに、主権者教育の一環

として、議会の役割等に関する授業を行っています。 

２月の四日市市立浜田小学校を皮切りに、１０月まで

に６校で実施し、このうち、１０月には、初となる大学で

の出前講座を実施しました。学生からは「議会の方々が大

変熱意をもって仕事をしていることを知り、感動した。議

会の存在をより身近に感じることができた。」などの感想

をいただきました。 

 

出前講座の様子〈三重大学〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 
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２月 ③「選ばれる三重づくり」を若者と議論《みえ現場 de県議会を実施》 

 ２月１５日、川越町で「若者の人口流出について～若者

に選ばれ続ける三重県をめざして～」をテーマに、三重県

出身の２０歳から３７歳までの１０名の方と意見交換を

行いました。 

 若者の就職・進学に関する考え方や三重県の将来像に

ついてさまざまな意見をいただき、これを県の施策や予

算に反映できるよう取り組んでいます。 

 

若者との意見交換の様子 

〈Ｒ５ 第２回みえ現場 de県議会〉 

 

 

８月～ 
④ 高校生の想いを実現へ～１１校３４名からの提案を議論～ 

《みえ高校生県議会を開催》 

８月２１日、５回目となる「みえ高校生県議会」を開催

しました。高校生議員の提案等は、自分たちを取り巻く環

境や三重県の状況、他県の事例、統計等を踏まえたもので

あり、三重県をより暮らしやすくするため大変重要なも

のばかりでした。 

議会では、提案等について、９月の定例月会議の行政部

門別常任委員会で議論し、参考人を招致して調査を深め

たり、委員長報告に盛り込んで知事に要望などを行いま

した。議会での議論の結果は、今後、高校生にフィードバ

ックしていきます。 

 

高校生議員による質問 

〈三重県議会 議場〉 

 

～住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進～ 

 

２月 

６月 
⑤  能登半島地震を踏まえて、対策強化予算を決定《補正予算の議決》 

１月１日に発生した能登半島地震を受けて、半島地域

を有する本県内の防災・減災や県土の強靱化等の取り組

みを進めるために、当面不可欠な補正予算を速やかに議

決しました。 

具体的には、県の災害対応力の強化に向けた現地での

調査や、被災地に提供した県の備蓄物資の補充、耐震シェ

ルターの設置補助などについて、決定しました。 

 

能登半島地震の被害の様子 
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３月 
⑥  花とみどりで心豊かな生活の実現へさらなる一歩 

《議員提出条例に基づく「花とみどりの三重づくり基本計画」の議決》 

「花や木で健やかな三重をつくる条例策定調査特別委

員会」で１年１０カ月にわたる議論を経て議員提出で成

立した「花とみどりの三重づくり条例」に基づく基本計画

を３月に議決しました。 

これは「花とみどりで優しさあふれる健やかなふるさ

と三重」の実現をめざし、さまざまな取り組みを進めるた

めの令和９年度までの４年間の計画です。計画には、常任

委員会で議員が指摘した「市町の緑化促進への専門家か

らのアドバイスの必要性」に応える形で、樹木医等の専門

家の団体を市町に紹介すること等も盛り込まれました。 

 

「花とみどりの三重づくり」 

ロゴマーク 

 

 

４月 
⑦  子どもへの虐待根絶に向けて知事に強く意見 

《児童虐待死亡事案を委員会で調査》 

令和５年５月に発生した児童虐待死亡事案について、

令和６年３月末に児童虐待死亡事例等検証委員会から県

に報告書が提出されました。これを受けて、議会では４月

１７日に臨時で委員会を開催し、県の対応について議論

を行いました。議論の結果、①養育者に寄り添った支援が

推進されるよう、関係機関や関係者と連携しながら取り

組むこと、②市町の取組状況等について確認しながら、市

町とともに再発防止に向けた取り組みを進めること、の

２点を、本会議の委員長報告で県に強く求めました。 

 

委員長報告の様子 

  



 

4 

 

 ～独自の政策提言と政策立案の強化～ 
 

３月 
⑧  食料自給力向上等を！～国や知事に提言～ 

《食料自給総合対策調査特別委員会が提案》 

令和５年５月に特別委員会を設置して以降、「食料の安

定供給と食料自給力の向上」、「地産地消の取組」、「地場産

品の充実」、「『食』に関する教育の推進」、「農林水産業の

後継者・担い手の確保」の５つを重点調査項目に位置づけ

て、調査を重ねてきました。 

これを基に、特別委員会としての意見をまとめ、令和６

年３月に知事へ提言を行いました。また、国に対しても、

食料の安定供給及び食料自給力向上の対応強化を求める

意見書を提出しました。 

知事への提言と国への意見書の提出をあわせて行うの

は、特別委員会としては初めてのことです。 

 

農林水産省への要望 

 

知事への提言 

 

 

１０月 
⑨ 「水産王国みえ」復活へ 議論を深化 

《「豊かな伊勢湾の再生に向けて」をテーマに議員勉強会を開催》 

伊勢湾における水産資源の減少が深刻化するなか、今

年度末には、「水産王国みえ」復活の鍵となる「三重県水

産業及び漁村の振興に関する基本計画」が議案として提

出される見込みとなっています。このことから、その審議

の充実を図るため、１０月３日、「豊かな伊勢湾の再生に

向けて」をテーマに、議員勉強会を開催しました。 

勉強会では、外部有識者から、要因として指摘されてい

る湾内の栄養塩類不足への対策など、伊勢湾再生に向け

て必要な視点について解説いただき、今後の伊勢湾にお

ける水産業振興の在り方について理解を深めました。 

 

議員勉強会の様子 
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 分権時代を切り開く交流・連携の推進～ 

 

 

7月～ 

９月 

⑩ 紀伊半島の防災・減災対策強化へ 三県議会共同で提言 

《紀伊半島三県議会交流会議の開催等》 

 ７月３１日、紀伊半島三県議会交流会議で、三県の防災

力向上に資する紀伊半島アンカールートの早期整備や、

能登半島地震を踏まえた半島地域における防災・減災、国

土強靱化等について意見交換し、その着実な推進に向け

て協力・連携していくことなどで合意しました。 

また、９月には三県議会が共同で、紀伊半島アンカール

ートの早期整備や半島振興法の延長、国土強靱化実施中

期計画の令和６年内の策定、地方財政制度の拡充等につ

いて国に要望を行いました。 

 

会議の様子〈明和町で開催〉 

 

国への要望〈国土交通省〉 

 


